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１．府内で排出される産業廃棄物の処理フロー
・府内で排出される産業廃棄物の処理のフローを図3-3-1に示す。
・府内の事業場・建設現場等で生じた発生量は１，５３５万tであった。
・発生量のうち、産業廃棄物としての排出量は１，４８３万t、他者に有価で売却した量が５２万tであった。
・排出量のうち、再生利用された量は４９５万t（約３３．３％）、減量化された量は９５１万t（約６４．２％）、最終処分された量は３７万t（約２．５％）であった。
　
図3-3-1　府内における産業廃棄物の処理状況（平成２６年度）　

	発生量
	
	排出量
	
	再生利用量
	【Ａ】

	１，５３５
	
	１，４８３
	
	４９５
	

	
	
	(100％)
	
	(33.3％)
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	減量化量
	

	
	
	
	
	９５１
	

	
	
	
	
	(64.2％)
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	最終処分量
	

	
	
	
	
	３７
	

	
	
	
	
	(2.5％)
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	有価物量
	【Ｂ】
	
	

	
	
	５２
	
	単位　万ｔ
	


B

	項　目
	定　　　義

	発生量
	事業場・建設現場等で生じた不要物量

	排出量
	発生量のうち、有価物量を除いた量

	再生利用量　Ａ
	排出事業者、処理業者等で再生利用された量

	減量化量
	排出事業者又は処理業者等の中間処理により減量された量

	最終処分量
	排出事業者と処理業者等の最終処分量の合計

	有価物量　Ｂ
	発生量のうち、中間処理されることなく、他者に有価で売却された量

	Ａ＋Ｂ
	発生量のうち、資源化された量（有価物量と再生利用量の合計）





（１）産業廃棄物の処理段階における種類別内訳
・産業廃棄物の処理の各段階における種類別の内訳を図3-3-2に示す。
・産業廃棄物の排出量では、汚泥が約６７％、がれき類が約１８％、金属くずが約３％、混合廃棄物が約１．９％、廃プラスチック類が約１．５％、その他が約８％という割合となっている。
・排出された産業廃棄物のうち、４９５万t(約３３．３％)が再生利用されている。がれき類は路盤材等に、汚泥はセメント原料等に、金属くずは鉄鋼原料等に再生利用されている。
・再生利用がなされた部分を除いた産業廃棄物は、脱水や焼却処理により９５１万t（約６４．２％）の減量化処理がなされている。
・残余の産業廃棄物３７万t(約２．５％)が埋立により最終処分されている。最終処分量の内訳は、汚泥が２５％、混合廃棄物が２１％、がれき類が１６％、廃プラスチック類が１３％である。

図3-3-2　府内における産業廃棄物の排出量等の内訳（平成２６年度）
排出量　１，４８３万t
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再生利用量４９５万t




汚泥14％ 
(内建設汚泥57％）
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（２）産業廃棄物の種類別の処理状況
・産業廃棄物の種類別の排出量を図3-3-3に、種類別の再生利用、減量化、最終処分の比率を図3-3-4に示す。
・再生の割合が高いのは、がれき類、金属くずであり、これらは建設資材や金属原料として利用用途が確立されている。
・汚泥、廃油、廃酸・廃アルカリは、液体分が多いため、脱水等による減量化の割合が高い。
・最終処分の割合が高いものとして、ゴムくず、燃え殻があげられる。

図3-3-3　産業廃棄物の種類別の排出量1,001
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図3-3-4　産業廃棄物の種類別の処理状況
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２．産業廃棄物の排出量、再生利用等の推移
・産業廃棄物の排出量、再生利用量、減量化量、最終処分量の推移を図3-3-5に示す。
・排出量は、長期的に減少しているが、平成２２年度から平成２６年度にかけては横ばい傾向である。
・再生利用量は、長期的には増加しているが、近年は横ばい傾向である。排出量の減少に対して再生利用量が増加したため再生利用率も上昇してきたが、近年は横ばい傾向になってきている。
・減量化量は、減量化率が約６５％前後で変化していないため、排出量と同様の推移を示している。
・最終処分量、最終処分率とも長期的には大幅に減少している。平成７年度から平成１７年度までは５年ごとに半減してきたが、その後は減少幅が緩やかになってきている。

　　　　　図3-3-5　産業廃棄物の排出量、再生利用量、減量化量、最終処分量の推移
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H12
1,768万t
H17
1,728万t
H22
1,450万t
H26
1,483万t
　　　　　H7
排出量計1,822万t







３．全国、東京都との比較
・大阪府(Ｈ２６実績)の産業廃棄物排出量の種類別の割合と産業廃棄物の処理状況を、全国平均(Ｈ２４推計)及び東京都（Ｈ２４実績）と比較した。
・全国平均とは、排出量の種類別の割合も異なり処理状況も異なる状況であった。
・排出量の種類別の割合が比較的近い東京都の処理状況と大阪府の処理状況はほぼ同じ傾向であった。

表3-3-1　全国、東京都、大阪府の排出量の種類別の割合及び処理状況
	
	産業廃棄物排出量の種類別の割合
	産業廃棄物の処理状況
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出典：（全国）産業廃棄物排出・処理状況調査報告書（H27.3環境省）
　　　（東京）東京都産業廃棄物経年変化実態調査報告書（平成24年度実績）（H26.12東京都）

※本部会でお示しする平成26年度産業廃棄物実態調査のデータは、現時点における速報値であり、今後、変
　わる可能性がある。

業種別排出量	製造業汚泥 10%
建設業汚泥 4%
上水汚泥4%
その他 3%
下水汚泥	その他	0.97	0.03	業種別排出量	混合廃棄物
21％
がれき
類16％
廃プラスチック類
13％
汚泥	混合廃棄物	がれき類	廃プラスチック類	その他	0.247	0.21099999999999999	0.16200000000000001	0.128	0.253	排出量	268 
29 
24 
23 
23 
14
8 
6 
6 
0.4 

汚泥	がれき類	金属くず	混合廃棄物	木くず	廃プラスチック類	鉱さい	廃酸・廃アルカリ	廃油	ガラスくず等	動植物性残さ	ばいじん	紙くず	動物のふん尿	繊維くず	燃え殻	ゴムくず	動物の死体	1001	268	45	29	24	23	23	15	14	14	8	7	6	6	0.4	0.2	0.2	0.01	
再生利用	7%
98%
98%
72%
89%
95%
56%
79%
79%
86%
79%
83%
70%
36%
18%

汚泥	がれき類	金属くず	混合廃棄物	木くず	廃プラスチック類	鉱さい	廃酸・廃アルカリ	廃油	ガラスくず等	動植物性残さ	ばいじん	紙くず	動物のふん尿	繊維くず	燃え殻	ゴムくず	動物の死体	6.8113128119080921E-2	0.97763723821590454	0.98152306949036838	0.72457370657937836	0.94635944735347455	0.55643773092707316	0.89165085302599356	0.41319782735752475	0.40285507456180392	0.79435186540374325	0.7900690576895254	0.85850026042068206	0.79078564983612953	0.82700658769000002	0.69506234733825856	0.3594756999835223	0.18018570227188832	0	減量化	汚泥	がれき類	金属くず	混合廃棄物	木くず	廃プラスチック類	鉱さい	廃酸・廃アルカリ	廃油	ガラスくず等	動植物性残さ	ばいじん	紙くず	動物のふん尿	繊維くず	燃え殻	ゴムくず	動物の死体	0.92274758876754337	3.6762211686382471E-5	1.5356861257128068E-3	1.6936584849133087E-3	2.9477917447271216E-2	0.23376310287311636	4.3235406151367965E-4	0.47785694043670629	0.58754047193656633	1.8797523993346199E-4	0.20348225250970248	0.10878881398880499	0.18759263178013988	0.17299341230999996	0.18184780088196878	4.4988467579338389E-3	4.301956367854514E-2	0.91791044777000008	最終処分	汚泥	がれき類	金属くず	混合廃棄物	木くず	廃プラスチック類	鉱さい	廃酸・廃アルカリ	廃油	ガラスくず等	動植物性残さ	ばいじん	紙くず	動物のふん尿	繊維くず	燃え殻	ゴムくず	動物の死体	9.1382454080925022E-3	2.2325999572408967E-2	1.694124438391878E-2	0.27373263493570832	2.4162635199254229E-2	0.20979916619981046	0.10791679291249277	0.10894523220576897	9.604453501629617E-3	0.20546015935632322	6.4486898007722676E-3	3.2710925590512932E-2	2.162171838373057E-2	0	0.12308985177977272	0.63602545325854376	0.77679473404956656	8.2089552230000015E-2	
再生利用	349
(19.2%)
464
(26.3%)
545
(31.5%)
457
(31.5%)
495
(33.3%)

平成7年度	平成12年度	平成17年度	平成22年度	平成26年度	349	464	545	457	495	減量化	1,140
(62.5%)
1,157
(65.4%)
1,115
(64.6%)
946
(65.3%)
951
(64.2%)

平成7年度	平成12年度	平成17年度	平成22年度	平成26年度	1140	1157	1115	946	951	最終処分	333
(18.3%)
147
(8.3%)
67
(3.9%)
47
(3.2%)
37
(2.5%)

平成7年度	平成12年度	平成17年度	平成22年度	平成26年度	333	147	67	47	37	

業種別排出	汚泥 43%
(内下水汚泥46%)
汚泥	動物のふん尿	がれき類	鉱さい	ばいじん	その他	0.43	0.23	0.16	0.04	0.04	0.1	業種別排出量	汚泥 71%
(内下水汚泥79%)
下水汚泥	がれき類	ガラスくず	その他	0.71	0.2	0.03	0.06	全国	


再生利用	減量化	最終処分	208	158	13	東京都	


再生利用	減量化	最終処分	719.4	1549.5	88	業種別排出量	汚泥 67%
(内下水汚泥73%)
混合廃棄物 1.9%
その他10%
下水汚泥	がれき類	金属くず	混合廃棄物	その他	0.67400000000000004	0.18099999999999999	0.03	1.9E-2	9.6000000000000002E-2	大阪府	


再生利用	減量化	最終処分	495	951	37	業種別排出量	混合廃棄物 1.9％
廃プラスチック類 1.5％
その他 8％
下水汚泥	がれき類	金属くず	混合廃棄物	廃プラスチック類	その他	0.67400000000000004	0.18	0.03	1.9E-2	1.4999999999999999E-2	8.1000000000000003E-2	業種別排出量	がれき類
53%
がれき類	汚泥	金属くず	その他	0.53	0.14000000000000001	0.09	0.24	1
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